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今 月 の 表 紙

　今月号の表紙は、12
月14日に役場前で行わ
れたイルミネーション点
灯式です。
　３人のサンタさんと子
どもたちがイルミネー
ションの前に集まって撮
影した集合写真です。

謹賀新年
幌延の年男年女特集
年頭のごあいさつ

「地下の研究現場から」第43回
議会だより
田中酒造株式会社と包括連携協定を締結し
ました/気象台一口メモ
令和６年度の園児募集について
令和5年度第1回幌延町まち・ひと・しごと
創生会議を開催しました
情報インフォメーション
まちの話題（益子郁＆ステラオーケストラ
映画音楽コンサート/幌延町役場ツリー飾り
つけ/幌延中学校 地域公開授業参観/心象
館 音楽の夕べ/地域づくりシンポジウム/幌
延町役場イルミネーション点灯式）
ねんきん通信
町民くらしのカレンダー /戸籍の窓
ほろのべの裏窓/十一月定例俳句会作品/  
2月7日は北方領土の日/
マイナンバー出張申請受付
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幌延町ウェブサイト
▲

広報ページ

QRコードを読み込むと幌延町の
ホームページを見ることができるよ。
過去の広報誌もあるから読んでみてね。

2024年（令和6年）1月号

令和5年11月末日現在　※（　）内は前月比
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1,205 世帯（-6）
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謹 賀 新 年
本年もよろしく
　　お願いいたします

幌 延 町 民 憲 章
　わたくしたちは、悠久の大河天塩川と広大な平
野、豊かな森林に恵まれ、北の大自然と共に生き
る幌延の町民です。
　北緯45度の厳しい風雪に耐えて、郷土の礎を築
いた先人たちの労苦に感謝するとともに、その意
思を受け継ぎ、この町に生きることに誇りと喜び
をもって、未来につなぐまちをつくるために、こ
の町民憲章を定めます。

１　共に支え合い、未来に夢をもち、
　　　住みよい協働のまちをつくります
１　働くことに誇りをもち、地域資源を活
　　　かした、活力あるまちをつくります
１　生命（いのち）を尊び、人を愛し、
　　　笑顔あふれるまちをつくります
１　心身を鍛え、文化の香り高い、
　　　いきがいと希望に満ちたまちをつくります
１　自然の恵みに感謝し、美しい自然環境を守り、
　　　人に優しいまちをつくります
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「私たち辰年は、今年１年、　新しいことに挑戦します！」
＜幌延の年男　・　年女特集＞

令和5年が終わり、新年を迎えた今年の干支は「辰年」です。
辰とは「竜」のことで、古来より権力の象徴であり、

縁起の良いものとされてきました。
今回は、平成24年生まれの辰年の小学生たちに

令和６年の抱負を聞いてみました。

● 幌延小学校・５年生 ●
船木 彩羽（ふなき・いろは）さん

・習い事や委員会
をがんばる！

● 幌延小学校・５年生 ●
森端 里華（もりばた・りか）さん

・自分たちより下
の学年の人たち
のお手本になる
ようにがんばる。

● 問寒別小学校・5年生 ●
加藤 琉世（かとう・りゅうせい）さん

・家庭学習を毎日
出したいです。
・100m走のタイ
ムを16秒以下に
したいです。
・6年生らしい行
動をする。

● 問寒別小学校・５年生 ●
安藤 寧花（あんどう・ねねか）さん

・低学年に優しく接
する。
・友だちと仲良くし
たい。
・二重とびを40回以
上とぶ。
・ピアノを上達させ
る。
・家庭学習の量をふ
やす。
・算数がとくいにな
りたい。

● 問寒別小学校・5年生 ●
古草　仁（ふるくさ・じん）さん

・小学6年生で、が
んばりたいことは、
楽しい修学旅行に
するために、行き
先を調べたり、計
画を作ったりする
ことです。
・最高学年としてみ
んなをまとめ、低
学年のお手本に
なれるようにした
いです。

● 幌延小学校・５年生 ●
上野 竜也（うえの・たつや）さん

・前の日に次の日
の準備をする。

● 幌延小学校・５年生 ●
梶　朔（かじ・さく）さん

・新しい算数の問
題がむずかしそ
うなのでがんば
ります。

● 幌延小学校・５年生 ●
黒金 瑠乃介（くろがね・りゅうのすけ）さん

・野球で全道大会
に10回 行 き た
い。

● 幌延小学校・５年生 ●
小林 千夏（こばやし・ちなつ）さん

・ダンスをうまくで
きるようになる。
・行事を協力しな
がらがんばる。

● 幌延小学校・５年生 ●
佐々木 モナ（ささき・もな）さん

・バレーを頑張る。

● 幌延小学校・５年生 ●
清水 勇輝（しみず・ゆうき）さん

・サッカーをもう
ちょっとうまくな
りたい。

● 幌延小学校・５年生 ●
新野 ひかり（しんの・ひかり）さん

・新１年生にたより
にされるように
なりたい。

● 幌延小学校・５年生 ●
杉本 健瑠（すぎもと・たける）さん

・剣道をがんばる。

● 幌延小学校・５年生 ●
鈴木 友來（すずき・ゆら）さん

・勉強やバレーを
頑張りたい。

● 幌延小学校・６年生 ●
小野寺 玲采（おのでら・れいあ）さん

・私は令和6年に
なったら中学生
なので、部活
や勉強をまじめ
に取り組んで、
切り替えを早く
したいです。

● 幌延小学校・６年生 ●
小林 暖也（こばやし・はるや）さん

・たくさん体力を
つけたり漢字を
うまくかけるよう
になりたい。

● 幌延小学校・６年生 ●
小田 由佳（おだ・ゆか）さん

・苦手なことを減
らして、楽しい
一年をすごせる
ように勉強をす
る。　

● 幌延小学校・６年生 ●
高橋 ゆい（たかはし・ゆい）さん

・勉強と部活を最
後まであきらめ
ないで行動を早
くしたい。

● 幌延小学校・６年生 ●
中山 鈴音（なかやま・すずね）さん

・旭川の中学に
行って友達をつ
くること。

● 幌延小学校・６年生 ●
藤門 勇翔（ふじかど・はやと）さん

・僕は勉強と剣
道を頑張りた
いです。
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新 年
あ い さ つ

幌
延
町
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野 

々 

村
　
　
　
仁

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
輝
か
し
い
令
和
六
年
の
新

春
を
ご
健
勝
で
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
町
政
の

運
営
に
対
し
、
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か

ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
長
く
続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ

る
日
常
生
活
の
制
限
も
、
昨

年
５
月
に
５
類
感
染
症
に
移

行
し
た
こ
と
で
よ
う
や
く
緩

和
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
収
束
と
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
幌
延
町
に
お
い
て
も
神

社
祭
や
名
林
公
園
ま
つ
り
、

お
も
し
ろ
科
学
館
な
ど
感
染

予
防
に
配
慮
し
な
が
ら
も
開

催
の
運
び
と
な
り
、
少
し
ず

つ
人
々
の
交
流
や
賑
わ
い
が

戻
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
少
子
高
齢
化

や
諸
物
価
の
高
騰
、
基
幹
産

業
で
あ
る
酪
農
業
を
取
り
巻

く
厳
し
い
環
境
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
取
り
組
ま
な
く
て
は
な

ら
な
い
課
題
は
山
積
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、

農
業
用
水
道
な
ど
の
基
盤
整

備
事
業
や
商
工
業
に
お
け
る

経
営
力
強
化
、
地
域
間
交
通

対
策
、
町
道
や
橋
梁
と
い
っ

た
社
会
資
本
の
整
備
、
町
民

の
暮
ら
し
や
健
康
を
守
る
施

策
な
ど
、
着
実
な
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進
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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に
、
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か
ら
取
り
組
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で
き
て
お
り
ま
す
、「
ま

ち
の
拠
点
整
備
」
や
「
小
中

一
貫
教
育
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
中
に
基
本
構
想
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
・
活
気
づ

く
り
に
加
え
、
高
齢
者
等
の

暮
ら
し
や
活
動
を
支
え
る
た

め
の
機
能
、
防
災
な
ど
に
対

応
し
た
拠
点
施
設
づ
く
り
や
、

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
活

き
活
き
と
し
た
学
校
生
活
を

支
え
る
学
校
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
、
町
役
場
の
機
構
改

革
を
行
い
、
一
部
機
能
を
統

合
、
再
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
は
担
当
部
署

の
変
更
に
よ
り
何
か
と
ご
不

便
を
お
か
け
し
た
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
よ
り
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

今
年
の
干
支
は
甲
辰(

き

の
え
た
つ)

で
す
。
こ
の
年

は
「
春
の
日
差
し
が
あ
ま
ね

く
成
長
を
助
く
年
」
な
の
だ

そ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
様

々
な
努
力
が
実
を
結
び
、

『
笑
顔
と
希
望
に
み
ち
あ
ふ

れ
る
ま
ち　
ほ
ろ
の
べ
』
を

築
き
あ
げ
る
た
め
に
、
町
民

の
皆
様
と
の
協
働
で
一
層
の

発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
と

の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に

と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
明
る

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

�

令
和
六
年
元
旦
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
六
年
の
新
春
を
迎
え
、

幌
延
町
議
会
を
代
表
し
て
謹

ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
皆
さ
ま
に
は
、
健
や

か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
町
議
会
に
対
す

る
ご
理
解
と
ご
支
援
に
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
行
わ
れ
た
統
一
地
方

選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
町

民
皆
様
の
ご
信
任
を
い
た
だ

き
、
我
々
議
員
一
同
は
、
そ

れ
ぞ
れ
当
選
の
栄
に
浴
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

幌
延
町
議
会
議
長 

　
西
　
澤
　
裕
　
之

　
町
民
皆
様
の
負
託
に
応
え

る
た
め
、
改
め
て
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
誠
心

誠
意
、
粉
骨
砕
身
、
職
責
を

果
た
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
近
年
、
全
国
的
に
議
員
の

な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
て

お
り
ま
す
。
町
民
の
行
政
及

び
議
会
へ
の
関
心
を
い
か
に

高
め
る
か
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
一
層
、
議
員
活
動
を

活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
国
内
で
は
円
安
の
影
響
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
で

値
上
げ
が
続
い
て
お
り
、
家

庭
生
活
へ
の
影
響
も
大
き
く
、

幌
延
町
で
も
各
種
の
物
価
高

騰
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
景
気
の
先
行
き

は
不
透
明
で
、
未
だ
生
活
へ

の
不
安
は
払
拭
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
に
お
い
て
も
国

内
経
済
な
ど
に
注
視
し
な
が

ら
、
町
民
皆
さ
ま
と
共
に
知

恵
を
絞
っ
て
、
こ
の
困
難
な

時
代
を
乗
り
切
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
幌
延
町
で
は
地
域
交
通
の

問
題
、
少
子
高
齢
化
の
問
題
、

一
次
・
二
次
産
業
の
問
題
な

ど
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。
現
在
、
小
中

一
貫
教
育
に
向
け
た
協
議
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
を

一
つ
ひ
と
つ
解
決
に
向
け
て

精
進
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
も
議
員
一

丸
と
な
っ
て
誠
心
誠
意
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町

民
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
指
導

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
年
の
干
支
は

辰
（
た
つ
）
で
す
。
辰
は
十

二
支
の
動
物
で
唯
一
、
伝
説

上
の
生
物
で
あ
る
霊
獣
の
龍

で
、
古
く
か
ら
日
本
で
も
水

や
海
の
神
と
し
て
祀
ら
れ

『
龍
が
現
れ
る
と
何
か
お
め

で
た
い
こ
と
が
起
き
る
』
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
も
２
類
か
ら
５

類
に
移
行
し
、
幌
延
町
に
お

い
て
も
４
年
ぶ
り
に
名
林
公

園
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
経
済

活
動
が
戻
っ
て
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
元
気
だ
っ
た
頃

の
日
本
及
び
幌
延
町
の
賑
わ

い
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

　
町
民
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

�

令
和
六
年
元
旦

謹 賀
年 頭 の ご
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国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 幌延深地層研究センター
「地下の研究現場から」第43回－断層からの湧水量の減少速度を支配するのは？

お問い合わせ先：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
　　幌延深地層研究センター：電話・告知端末機：5-2022  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/
　　ゆめ地創館：電話・告知端末機：5-2772  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/yumechisoukan/index.html

　一般に、地下深くに坑道を掘削すると坑道に地下水が流入しますが、これは坑道と地下水の通り
道になる断層とが交差するためです。坑道に地下水が流入して、掘削工事に影響が出ることを避け
るため、断層に対してセメント材料を注入するなどの湧水抑制対策が行われます。地層処分におい
ては、坑道への地下水の流入は掘削工事への影響だけでなく、坑道の周辺環境を変化させてしまう
可能性があるため、この地下水の流入量（湧水量）を少なくする必要があります。湧水量は時間の
経過とともに自然に減少しますが、その減少速度は場所によって異なります。例えば、ある場所で
は１か月経っても湧水量がほとんど減少しないのに対し、別の場所では数日で湧水量が大きく減少
する場合などがあります。今回は、これまで良く分かっていなかった、湧水量の減少速度の違いの
仕組みについて紹介します。
　地下施設を掘削した際に坑道と交差した断層からの湧水量の減少速度を調べたところ、坑道掘削
前のボーリング調査の結果から推定した断層内の隙間のつながり方と、湧水量の減少速度は密接に
関連することが分かりました。すなわち、断層内の隙間が互いによくつながっている断層では、１
か月経過しても湧水量がほとんど減少しないのに対し、断層内の隙間のつながりが限定的な断層では、
数日から数週間で１/2～１/10まで湧水量が減少します（図）。このような湧水量の減少速度の違
いは、断層内の隙間のつながり方と地下水の水圧の伝わり方との関係を用いたコンピュータシミュ
レーションで説明できることを、明らかにしました。
　今回明らかにした断層内の隙間のつながり方と湧水量の関係を利用することで、坑道掘削時に湧
水が発生した際の湧水量の減少速度を予測することができます。また、湧水量の減少速度が速いと
予測できる場合は湧水抑制対策を行わないなどして、掘削工事を効率化することができます。

　私たちの行っている研究について、広くご理解いただくために幌延町広報誌「ほろのべの
窓」の誌面をお借りして町民の皆さまをはじめ、ご愛読者様に研究内容についてご紹介させ
ていただきます。

モグ太くん

広報調査等交付金事業

図　断層内の隙間のつながりと湧水量の減少速度
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北緯45度のまち 第131号
●発行
●編集
●電話
●FAX

北海道幌延町議会

01632-5-1111
01632-5-2971

議会報編集委員会

秋山　楓華さん

　
　
　
　
幌
延
町
に
は
、
ト
ナ

カ
イ
肉
を
使
っ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ

や
缶
詰
、
合
鴨
な
ど
の
た
く
さ

ん
の
特
産
品
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
の
特
産
品
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
買
っ
て
も
ら

う
た
め
に
そ
れ
ら
を
景
品
と
す

る
カ
プ
セ
ル
ト
イ
を
設
置
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
特
産
品
を
た
く
さ
ん

販
売
す
る
た
め
に
は
、
手
に
取

質　
問

答　
弁

幌延町こども議会開催

　平成２８年度に幌延町の未来を担う幌延っ子に「町づくりや町議会の仕組みを理解し、身近に感じて
ほしい」、「普段はできない町への意見や提言を通し、大人と一緒にまちづくりを考えるきっかけに
してほしい」という思いを込めて始まった幌延町こども議会も、本年度で７回目の開催となりました。
　幌延中学校、問寒別中学校の３年生１７名が学校の授業や聞き取りから得た知識や情報を使った提案
や鋭い意見など幌延町のことを真剣に考え、幌延町議会のように一般質問形式で、町長に質問しまし
た。
　こども議会は、前半が中山航太君、後半に朝日永遠君が議長を勤めました。また、幌延小学校６年
生も３年後の自分たちの姿を重ね、真剣に町長とこども議員のやり取りを傍聴していました。

枝幸ガチャ
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発
信
な
ど
の
工
夫
に
努
め
、
改

め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
こ
ど
も
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら

提
案
あ
っ
た
意
見
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
ま
ち
に
住
む
み
ん
な

で
盛
り
上
げ
る
方
法
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
幌
延

町
は
も
っ
と
良
い
町
に
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

伊藤　隼汰	君

　
　
　
　
こ
ざ
く
ら
荘
に
あ
る

ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
施
設
で
は
、

質　
問

林
業
廃
棄
物
で
あ
る
剪
定
枝
と

使
用
済
紙
お
む
つ
を
混
ぜ
、
ペ

レ
ッ
ト
と
し
て
施
設
で
活
用
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
方
法
で

は
煙
や
臭
い
が
発
生
す
る
た
め
、

酸
素
を
供
給
で
き
る
設
備
を
設

置
し
空
気
比
を
調
節
し
、
２
５

０
℃
以
上
で
燃
焼
さ
せ
る
と
、

煙
や
臭
い
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
方
法

を
模
索
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
町
と
し
て
も
、
煙
や

臭
い
の
発
生
を
低
減
さ
せ
る
方

法
を
関
係
機
関
と
模
索
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
伊
藤
君
か
ら

提
案
い
た
だ
い
た
酸
素
を
送
っ

て
燃
焼
温
度
を
上
げ
る
方
法
等

答　
弁

こ
の
よ
う
に
地
域
の
食
材
を
活

用
し
た
料
理
を
提
供
し
て
く
れ

る
方
が
増
え
れ
ば
、
地
元
食
材

を
Ｐ
Ｒ
す
る
場
と
な
り
、
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
意
義
が
大
き

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
の

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
す
る
際
に
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

小田　莉那さん

　
　
　
　
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
に

ト
ナ
カ
イ
の
角
の
形
を
し
た
ク

質　
問

も
含
め
て
、
対
策
方
法
を
模
索

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊藤　菜那さん

　
　
　
　
私
は
「
食
」
を
テ
ー

マ
に
、
多
く
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

を
呼
び
込
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
で
き
れ
ば
良
い
と
考
え
ま
し

た
。

　
ま
た
、
チ
ラ
シ
を
幌
延
町
以

外
に
も
出
せ
ば
観
光
客
も
増
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
地
元
の
食
材
等
を
活

用
し
た
料
理
に
で
き
れ
ば
、
地

元
の
企
業
に
も
貢
献
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
最
近
、
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
を
使
っ
た
移
動
販
売
を
見
か

け
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

町
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
も
、

幌
延
産
牛
肉
の
ハ
ン
バ
ー
グ
を

使
っ
た
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
屋
さ
ん

な
ど
に
出
店
し
て
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
、
イ
ベ
ン
ト
を
よ
り
賑
や

か
な
も
の
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

質　
問

答　
弁

る
人
が
興
味
を
引
く
ア
イ
デ
ア

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
現

状
で
は
少
し
工
夫
が
足
り
て
い

な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
の

で
、
貴
重
な
意
見
と
し
て
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
楽
し
い
発
想
を

た
く
さ
ん
実
現
で
き
る
と
町
の

観
光
は
も
っ
と
盛
り
上
が
る
と

思
い
ま
す
。

朝日　永遠	君

　
　
　
　
幌
延
町
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
て
の
観
光
Ｐ
Ｒ
は
あ

ま
り
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
幌
延
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
や

イ
ベ
ン
ト
の
様
子
な
ど
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
観
光
に
関
す
る
情
報

発
信
を
、
よ
り
充
実
さ
せ
る
た

め
に
、
朝
日
く
ん
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
体
験

で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
紹
介
、

イ
ベ
ン
ト
の
賑
や
か
な
様
子
の

質　
問

答　
弁

名林公園まつり

こざくら荘ペレットボイラー

キッチンカーのイベント風景
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ッ
キ
ー
を
乗
せ
る
な
ど
し
た
、

ト
ナ
カ
イ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
ホ
ロ
カ
ル
や

ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場
に
置
く
と

夏
で
も
、
ト
ナ
カ
イ
を
感
じ
ら

れ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
ト
ナ
カ
イ
牧
場
の
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
改
善
し
て
、
今
あ
る

も
の
を
最
大
に
活
用
し
て
、
特

産
物
の
一
つ
に
す
る
と
い
う
こ

と
を
幌
延
町
で
取
り
組
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
駅
の
ホ
ロ
カ
ル
で
販

売
し
て
い
る
手
作
り
ク
ッ
キ
ー

が
ひ
そ
か
に
人
気
な
の
で
、
そ

の
ク
ッ
キ
ー
に
ト
ナ
カ
イ
の
デ

答　
弁

ザ
イ
ン
を
入
れ
て
、
レ
ス
ト
ラ

ン
ポ
ロ
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や

パ
フ
ェ
と
コ
ラ
ボ
商
品
を
作
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
小
田
さ
ん
が

考
え
る
よ
う
な
新
た
な
人
気
商

品
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
の
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
ポ

ロ
の
事
業
者
と
相
談
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

加賀山友暢	君

　
　
　
　
幌
延
町
へ
観
光
に
来

る
人
を
増
や
す
た
め
に
私
は
ポ

ケ
モ
ン
の
イ
ラ
ス
ト
を
印
刷
し

た
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
「
ポ
ケ

ふ
た
」
を
設
置
で
き
れ
ば
観
光

客
が
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。

　
「
ポ
ケ
ふ
た
」
は
近
く
の
地

域
だ
け
で
も
稚
内
市
・
豊
富
町

・
天
塩
町
・
猿
払
村
が
置
い
て

お
り
幌
延
町
も
置
く
こ
と
で
近

郊
市
町
村
か
ら
幌
延
町
に
来
る

と
い
う
ル
ー
ト
が
で
き
る
の
で
、

質　
問

幌
延
町
で
「
ポ
ケ
ふ
た
」
の
設

置
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
私
も
「
ポ
ケ
ふ
た
」

の
取
組
み
に
注
目
し
て
い
ま
し

た
。

　
既
存
の
施
設
に
ポ
ケ
ふ
た
を

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
観

光
客
の
増
加
に
つ
な
が
る
と
考

え
、
２
年
前
の
令
和
３
年
度
に

設
置
希
望
を
出
し
て
い
ま
す
が
、

全
国
的
に
か
な
り
の
応
募
が
あ

り
、
設
置
が
決
ま
る
の
は
令
和

６
年
度
以
降
に
な
る
見
込
み
と

聞
い
て
い
ま
す
。
少
し
先
に
は

な
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
「
ポ
ケ

答　
弁

板
は
、
町
内
に
数
か
所
設
置
し

て
い
ま
す
が
、
ポ
イ
捨
て
が
目

立
つ
道
路
は
、
看
板
設
置
な
ど

の
対
策
を
関
係
機
関
と
引
き
続

き
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
が
書
い
た

イ
ラ
ス
ト
を
採
用
し
た
看
板
の

作
成
等
に
つ
い
て
は
、
啓
発
手

段
の
一
つ
と
し
て
今
後
の
参
考

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
た
」
が
で
き
る
の
か
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

金田　煌冬	君

　
　
　
　
幌
延
町
に
あ
る
道
道

な
ど
を
通
っ
て
い
る
と
ゴ
ミ
が

落
ち
て
い
る
こ
と
を
見
か
け
ま

す
。

　
ポ
イ
捨
て
さ
れ
る
こ
と
で
町

が
汚
れ
、
景
観
が
悪
く
な
り
ま

す
。
町
道
だ
け
で
な
く
道
道
の

ゴ
ミ
拾
い
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

学
校
で
行
う
ク
リ
ー
ン
作
戦
で

行
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
ポ
イ
捨
て
を
抑
制
す

る
看
板
を
ポ
イ
捨
て
が
多
い
場

所
に
設
置
し
て
ほ
し
い
で
す
。

看
板
は
人
目
が
付
き
や
す
い
イ

ラ
ス
ト
付
き
の
方
が
抑
制
効
果

が
高
い
と
思
い
ま
す
。
私
達
も

イ
ラ
ス
ト
を
書
く
な
ど
お
手
伝

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
町
長

は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

　
　
　
　
ポ
イ
捨
て
禁
止
の
看

質　
問

答　
弁

秘境駅キャラクタークッキー

豊富町のポケふた
©Pokémon. ©Nintendo / Creatures Inc. / GAME FREAK inc.

幌小中の児童生徒によるクリーン作戦
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の
森
キ
ャ
ン
プ
場
が
、
よ
り
た

く
さ
ん
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら

い
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増

進
に
つ
な
が
る
よ
う
な
施
設
と

す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

杉本　大和	君

　
　
　
　
す
で
に
幌
延
町
で
活

用
さ
れ
て
い
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

質　
問

の
動
画
は
撮
影
や
編
集
に
多
く

の
時
間
を
費
や
し
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
シ
ョ
ー
ト
に
す
る
と
、

動
画
自
体
は
１
分
と
短
い
の
で
、

撮
影
や
編
集
も
短
い
時
間
で
で

き
ま
す
し
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の

目
立
つ
場
所
に
そ
れ
ぞ
れ
の
興

味
関
心
に
合
わ
せ
た
動
画
が
表

示
さ
れ
る
た
め
、
多
く
の
視
聴

者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
の
で
、

幌
延
町
で
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
シ
ョ

ー
ト
を
活
用
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
幌
延
町
で
は
、
令
和

２
年
度
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ

ル
「
ほ
ろ
の
べ
テ
レ
ビ
」
を
開

設
し
、
こ
れ
ま
で
57
本
の
動
画

が
制
作
さ
れ
、
10
月
末
現
在
チ

ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
数
３
０
９
人
、

累
計
３
０
，
１
２
７	

回
再
生

と
い
う
状
況
で
す
。
し
っ
か
り

し
た
ク
オ
リ
テ
ィ
の
動
画
を
１

本
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
ま
で
に

は
、
杉
本
君
が
言
う
と
お
り
、

撮
影
や
編
集
に
多
く
の
時
間
を

費
や
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

答　
弁

を
解
消
す
る
た
め
に
、
除
雪
の

改
革
を
提
言
し
ま
す
。
そ
れ
に

は
雪
山
の
解
体
、
生
活
通
路
の

除
雪
を
行
う
「
除
雪
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
取
組
」
が
い
い
と
思
い

ま
し
た
。
町
広
報
誌
や
「
知
ら

せ
ま
す
ケ
ン
」
に
よ
り
給
与
で

除
雪
を
行
っ
て
く
れ
る
方
を
募

集
し
ま
す
。
中
学
生
も
活
動
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
未
来
の
人

材
確
保
に
な
る
と
思
い
ま
す
が

町
長
は
ど
う
考
え
で
す
か
。

　
　
　
　
谷
越
君
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
「
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
取
組
」
は
、
改
善
手
段
の
一

つ
と
し
て
有
効
と
考
え
ま
す
が
、

答　
弁

そ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
シ
ョ
ー
ト
の
活
用
は
、
非
常

に
効
果
的
だ
と
感
じ
ま
す
。
今

後
、
シ
ョ
ー
ト
動
画
の
活
用
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

谷越　洸聖	君

　
　
　
　
私
は
冬
の
生
活
通
路

が
確
保
で
き
な
い
な
ど
の
問
題

質　
問

新野　農	君

　
　
　
　
家
族
連
れ
で
も
楽
し

め
る
ふ
る
さ
と
の
森
に
す
る
た

め
に
、「
と
う
ま
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
」
の
よ
う
な
自
然
を
活
か

し
た
遊
具
を
設
置
し
て
ほ
し
い

で
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
の

利
用
者
が
、
食
材
の
調
達
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
合
鴨
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
な
ど
の
幌
延
町
の
特

産
品
を
自
動
販
売
機
で
販
売
す

る
と
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

　
　
　
　
提
案
の
あ
っ
た
木
製

遊
具
の
充
実
は
有
効
な
手
段
だ

と
思
い
ま
す
し
、
キ
ャ
ン
プ
場

を
利
用
す
る
方
の
大
半
は
地
域

外
か
ら
の
来
訪
者
な
の
で
、
町

の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の

場
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
現
在
、
遊
具
整
備
や
自
動
販

売
機
設
置
の
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
幌
延
町
の
魅
力
あ
る
施

設
の
一
つ
で
あ
る
、
ふ
る
さ
と

質　
問

答　
弁

とうまスポーツランドの遊具

ほろのべテレビ YouTubeより

天塩高校野球部員による除雪ボランティア（2012年）
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近
年
は
人
口
流
出
や
少
子
化
な

ど
が
進
み
、
人
員
確
保
は
難
し

い
状
態
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
の
も
と
、
自
分
で
で
き
る
こ

と
は
自
ら
行
う
「
自
助
」
隣
近

所
で
共
に
助
け
合
う
「
共
助
」

自
助
・
共
助
が
で
き
な
く
公
的

機
関
が
担
う
「
公
助
」
の
役
割

分
担
と
連
携
の
も
と
、
除
雪
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
課
題
の
解

消
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

谷藤　寧さん

　
　
　
　
私
は
幌
延
町
の
観
光

に
つ
い
て
「
そ
の
土
地
で
し
か

で
き
な
い
も
の
を
行
う
」
と
い

う
考
え
に
重
点
を
置
い
た
旅
行
、

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
を

宗
谷
管
内
で
協
力
し
て
行
う
と

い
う
も
の
に
加
え
、
ブ
ル
ー
ポ

ピ
ー
や
ぶ
ど
う
を
利
用
し
た
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
体
験
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
増
や
す
た
め
特
産
物
を

利
用
し
た
食
事
会
、
ト
ナ
カ
イ

質　
問

と
の
撮
影
会
を
つ
な
げ
た
写
真

立
て
作
成
な
ど
が
い
い
と
思
い

ま
す
。

　
幌
延
町
で
し
か
で
き
な
い
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
を
行

っ
て
は
い
か
か
で
す
か
。

　
　
　
　
幌
延
町
に
は
個
性
的

な
観
光
資
源
が
あ
る
と
私
も
思

い
ま
す
。
提
案
し
て
く
れ
た
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
体
験
、
特
産
品
を

活
用
し
た
食
事
会
、
ト
ナ
カ
イ

と
の
ふ
れ
あ
い
写
真
を
飾
る
写

真
立
て
の
作
成
、
ど
れ
も
魅
力

あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
り
得
る

と
考
え
ま
す
。
宗
谷
地
域
全
体

の
売
り
込
み
で
幌
延
町
が
推
す

答　
弁

コ
ン
テ
ン
ツ
、
見
ど
こ
ろ
を
検

討
し
て
い
る
状
況
で
す
。
ガ
イ

ド
な
ど
の
人
材
育
成
は
大
き
な

課
題
で
す
が
、
ま
ち
が
賑
や
か

に
な
る
取
組
に
間
違
い
な
い
の

で
、
商
工
会
な
ど
関
係
機
関
と

知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田村　桔平	君

　
　
　
　
私
は
現
在
の
山
村
広

場
の
遊
具
が
ほ
と
ん
ど
使
用
さ

れ
て
い
な
い
状
況
を
よ
く
目
に

質　
問

と
問
寒
別
の
小
学
校
１
、
２
年

生
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
選
定

し
ま
し
た
。

　
大
き
な
遊
具
は
色
々
な
機
能

が
付
い
て
い
て
、
大
き
な
子
ど

も
は
楽
し
め
ま
す
が
、
小
さ
い

子
ど
も
に
は「
危
な
く
て
怖
い
」

と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
理
解

し
て
ほ
し
い
で
す
。
今
は
予
定

あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
ほ
ど
新
野

く
ん
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
よ
う

な
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
を
整
備

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
小
さ

な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

し
ま
す
。
そ
の
理
由
は
遊
具
に

対
す
る
聞
き
取
り
が
小
学
校
低

学
年
の
み
で
、
低
学
年
層
の
意

見
の
み
取
り
入
れ
ら
れ
、
遊
べ

る
対
象
が
限
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
子
ど
も
が

外
で
遊
ぶ
機
会
が
大
幅
に
減
る

と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
低
学
年
以
外
の
子

ど
も
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
意
見
を
取
り
入
れ
れ
ば
、
遊

ぶ
人
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

幌
延
町
の
子
ど
も
全
員
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
る
の
で
、
結
果
を

公
園
遊
具
充
実
に
反
映
し
て
い

た
だ
け
ま
す
か
。

　
　
　
　
以
前
の
山
村
広
場
の

遊
具
は
現
在
の
も
の
と
比
較
し

て
大
き
く
一
度
に
た
く
さ
ん
の

子
が
遊
べ
る
遊
具
で
し
た
が
、

老
朽
化
で
安
全
が
確
保
で
き
ず
、

専
門
家
の
診
断
で
「
危
険
な
遊

具
」
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
老

朽
化
し
た
遊
具
を
撤
去
し
新
た

な
遊
具
の
設
置
を
決
め
、
遊
具

の
選
定
は
「
小
さ
な
子
ど
も
が

遊
べ
る
遊
具
」
の
設
置
要
望
が

多
か
っ
た
の
で
、
当
時
の
幌
延

答　
弁

ぶどうの収穫風景

山村広場の遊具
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の
延
命
化
を
図
っ
て
い
く
の
が

い
い
と
思
い
ま
す
。

　
資
源
と
し
て
燃
料
に
再
利
用

で
き
る
の
で
、
一
般
家
庭
か
ら

の
紙
お
む
つ
回
収
す
る
事
業
を

提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
西
天
北
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
で
は
令
和
３
年
度
か
ら
、

最
終
処
分
場
延
命
化
と
、
新
た

な
最
終
処
分
場
の
コ
ン
パ
ク
ト

化
を
目
的
に
、
埋
立
し
て
い
た

使
用
済
み
紙
お
む
つ
を
燃
料
化

し
て
ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
し
、
埋

立
量
の
減
量
を
図
っ
て
い
ま
す
。

使
用
済
み
紙
お
む
つ
は
、
専
用

装
置
で
処
理
し
て
い
ま
す
が
、

答　
弁

１
基
で
は
一
般
家
庭
か
ら
の
使

用
済
み
紙
お
む
つ
は
処
理
し
き

れ
ず
埋
立
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
将
来
的
に
は
一
般
家
庭

か
ら
の
使
用
済
み
紙
お
む
つ
も

燃
料
化
し
て
減
量
化
を
考
え
て

い
ま
す
。
最
終
処
分
場
の
延
命

は
、
埋
立
し
て
い
る
一
般
ご
み

を
減
ら
す
こ
と
が
重
要
で
、
そ

の
た
め
に
は
ご
み
の
分
別
が
最

も
必
要
で
あ
り
、
学
校
や
家
庭

で
ご
み
の
分
別
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

村上　陽莉さん

　
　
　
　
幌
延
町
に
町
民
が
気

軽
に
く
つ
ろ
げ
る
特
産
品
を
活

か
し
た
カ
フ
ェ
な
ど
を
作
れ
ば

街
は
活
性
化
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
新
た

に
建
設
を
す
る
と
時
間
も
コ
ス

ト
も
掛
か
る
の
で
、
今
あ
る
施

設
等
を
活
用
し
て
町
民
が
く
つ

ろ
げ
る
場
所
を
作
っ
て
い
た
だ

質　
問

ん
提
案
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

Ｐ
Ｒ
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
と

思
う
の
で
、
皆
さ
ん
に
も
協
力

し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡部　一颯	君

　
　
　
　
幌
延
町
は
、
水
質
検

査
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
水
質

に
は
問
題
が
な
い
で
す
が
、
幌

質　
問

き
た
い
で
す
。
ま
た
、
特
産
品

を
活
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
や
お
弁

当
等
の
販
売
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

な
ど
行
え
ば
、
観
光
客
集
客
も

見
込
め
、
町
民
も
楽
し
め
る
場

に
な
り
、
特
産
品
も
大
勢
の
人

に
知
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
町

長
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

　
　
　
　
町
民
が
気
軽
に
く
つ

ろ
げ
る
場
所
は
皆
さ
ん
が
快
適

な
生
活
を
営
む
上
で
、
必
要
な

施
設
だ
と
考
え
ま
す
。

　
現
在
は
、
幌
延
駅
に
「
ホ
ロ

カ
ル
」
を
開
設
し
、
観
光
案
内

や
特
産
品
の
販
売
、
コ
ー
ヒ
ー

の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
金
田
心
象
書
道
美
術
館

内
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
に
コ
ー
ヒ

ー
マ
シ
ン
を
設
置
し
て
、
気
軽

に
休
憩
で
き
る
「
書
カ
フ
ェ
」

な
ど
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が

遊
び
や
学
び
な
ど
を
通
じ
た
交

流
が
で
き
、
観
光
情
報
の
発
信

や
特
産
品
販
売
な
ど
、
幌
延
に

活
気
と
賑
わ
い
を
も
た
ら
す

「
ま
ち
の
拠
点
」
の
施
設
が
必

要
と
考
え
、
整
備
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
村
上
さ

答　
弁

そ
の
際
は
、
田
村
く
ん
が
集
め

た
意
見
も
参
考
に
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
の
で
、
周
り
の
友
達

が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
私
に
も

教
え
て
く
だ
さ
い
。

中山　航太	君

　
　
　
　
私
は
中
学
１
年
生
の

と
き
に
西
天
北
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
の
埋
立
地
が
も
う
す
ぐ
満

杯
に
な
る
こ
と
を
知
り
、
新
た

に
埋
立
地
を
建
設
す
る
と
自
然

環
境
を
破
壊
し
て
し
ま
う
と
思

い
、
一
般
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
方
法
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
私
は
西
天
北
５
町
の
介
護
施

設
な
ど
の
事
業
所
か
ら
集
め
た

紙
お
む
つ
と
剪
定
枝
を
合
わ
せ

て
ペ
レ
ッ
ト
を
作
り
、
ボ
イ
ラ

ー
の
燃
料
に
し
て
い
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
が
、
一
般
家
庭
か

ら
の
紙
お
む
つ
を
集
め
て
い
な

い
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
一

般
家
庭
か
ら
も
集
め
て
埋
立
地

質　
問

金田心象書道美術館の書カフェ

紙おむつ処理機
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延
町
の
水
道
水
が
、
よ
り
安
全

に
飲
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。
水
道
管
は
古
い

も
の
も
あ
り
、
蛇
口
か
ら
サ
ビ

が
出
る
な
ど
の
事
例
も
あ
る
た

め
、
水
道
管
洗
浄
の
頻
度
を
上

げ
た
り
水
道
管
を
新
し
い
も
の

に
交
換
す
る
な
ど
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
安
全
に
飲
め
る
水
道

水
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
届
け
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
、

渡
部
く
ん
が
調
べ
て
く
れ
た
と

お
り
、
町
で
は
綺
麗
な
水
を
安

い
価
格
で
届
け
る
こ
と
を
目
的

に
国
が
定
め
た
「
水
道
法
」
に

基
づ
い
て
、
毎
月
１
回
、
水
質

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
水

道
管
の
洗
浄
は
６
月
と
10
月
の

年
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
町

が
管
理
す
る
水
道
管
は
古
い
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
定
期
的
な

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
各
家
庭
に
付

け
て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー
に
は

配
管
の
中
を
流
れ
る
異
物
や
ご

み
な
ど
を
取
り
除
く
機
能
が
あ

る
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
蛇

口
か
ら
サ
ビ
が
出
る
現
象
は
ス

答　
弁

ト
レ
ー
ナ
ー
か
ら
先
の
管
内
で

起
き
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
30
年
以
上
前
の
建
物

に
使
用
さ
れ
て
い
る
管
の
内
部

は
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
な

い
も
の
を
主
に
使
用
し
て
い
た

た
め
、
そ
の
よ
う
な
現
象
が
起

き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後

も
安
心
・
安
全
な
水
道
水
を
皆

さ
ん
の
も
と
へ
届
け
る
た
め
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
水
道
管
、
浄

水
場
の
更
新
を
計
画
的
に
進
め

ま
す
。

山口　雄輝	君

　
　
　
　
私
は
幌
延
町
の
プ
ラ

質　
問

ス
チ
ッ
ク
資
源
回
収
の
実
証
実

験
の
資
料
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
回
収
量
を
増
や
せ
る
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
プ

ラ
の
マ
ー
ク
の
無
い
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
の
回
収
を
続
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、

観
光
客
な
ど
町
外
か
ら
来
る
人

に
よ
る
ご
み
の
分
別
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
イ
ラ
ス
ト
な
ど
で

分
別
の
説
明
が
あ
る
ご
み
箱
を

公
園
や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
公
共

の
場
に
設
置
す
る
と
分
別
の
意

識
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
が
町

長
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

て
お
ら
ず
、
今
後
も
設
置
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
み

の
分
別
や
ご
み
を
減
ら
す
意
識

を
高
め
る
こ
と
は
必
要
と
考
え
、

わ
か
り
や
す
い
啓
発
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

橋
元　
唯
花
さ
ん

　
　
　
　
私
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
に
関
す
る
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
学
び
、
幌
延
町
の
取

組
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
第
６
次

総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
は
掲

げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
重
点

戦
略
や
町
政
執
行
方
針
に
は
、

具
体
的
な
施
策
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
他

の
市
町
村
の
取
組
を
知
る
た
め

に
、
稚
内
市
で
長
年
取
り
組
ん

で
い
る
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
推
進
委
員
会

を
設
置
し
、
住
民
の
意
見
を
集

め
た
り
、
講
演
会
、
パ
ネ
ル
展

な
ど
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
こ

と
や
、
市
議
会
議
員
は
18
人
中

５
人
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
私
は
、
本
町
で

質　
問

　
　
　
　
幌
延
町
で
は
17
種
類

の
ご
み
を
分
別
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
一
般
ご
み
を
更
に
減
ら

す
取
り
組
み
と
し
て
、
製
品
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
回
収
を
検

討
し
て
お
り
、
幌
延
町
内
で
今

年
実
証
試
験
を
実
施
し
た
結
果
、

過
去
２
年
間
と
比
較
し
て
一
般

ご
み
が
約
15
％
減
少
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
に
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
よ
う

取
り
進
め
て
い
ま
す
。

　
公
共
の
場
へ
の
ご
み
箱
設
置

で
す
が
、
現
在
、
公
共
施
設
利

用
の
際
の
ご
み
は
持
ち
帰
っ
て

も
ら
う
よ
う
ご
み
箱
を
設
置
し

答　
弁

下沼湧水（サロベツ権左衛門）

最終処分場の状況

クリーン作戦の様子
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標
を
25
％
と
し
て
い
ま
す
。
現

況
で
は
、
審
議
会
等
委
員
に
お

け
る
女
性
登
用
割
合
の
平
均
は

約
28
％
で
、
令
和
６
年
度
目
標

値
を
上
回
る
状
況
で
す
。
町
議

会
で
女
性
が
活
躍
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
一
人
一
人
が

ど
う
考
え
、
ど
う
行
動
に
移
し

て
い
く
か
が
大
切
と
考
え
ま
す

の
で
、
男
女
平
等
意
識
向
上
に

向
け
た
啓
発
活
動
を
引
き
続
き

行
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

も
女
性
議
員
が
増
え
た
り
、
女

性
の
活
躍
の
場
が
更
に
設
け
ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
常
的
に

男
女
が
共
に
活
躍
す
る
、
よ
り

良
い
町
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
今
後
、
ど
の
よ

う
な
取
組
を
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
橋
元
さ
ん
指
摘
の
と

お
り
、
第
６
次
総
合
計
画
で
、

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
し

て
重
点
戦
略
に
は
位
置
付
け
ら

れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
前
期
基

本
計
画
で
『
男
女
平
等
意
識
の

向
上
』
と
『
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
』
を
主
要
施
策
と
し

『
審
議
会
等
委
員
に
お
け
る
女

性
割
合
』
を
、
平
成
31
年
度
実

績
の
23
％
か
ら
令
和
６
年
度
目

答　
弁

傍聴に来た幌延小学校6年生の記念撮影

女性防火クラブによる幼年パレード

町長室で記念撮影

議員席に座る中学生
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気 象 台 一 口 メ モ

　流氷はシベリア大陸の沿岸で生まれ2月に入る頃にはオホーツ
ク海に広がり、北海道のオホーツク海沿岸までやってきます。こ
れほどの低緯度で流氷が見られるのは世界でもこの地域だけであり、北海道の冬の風物詩となっています。
　流氷は観光資源であり、また豊かな海をはぐくんでくれますが、一方で沿岸施設に被害をもたらしたり、
水産資源に被害を与えることもあります。近年では、平成24年3月に宗谷海峡に流入した流氷が日本海
にも広く流出し、利尻・礼文を結ぶフェリーの運航ができなくなったことがあります。当時は、天塩港
より代替運航を実施し、人や生活物資の輸送を対応したようです。さらに過去には、名産であるコンブ
にも大きな被害を出したこともありました。
　観光面だけではなく、生活面でも重要な海氷の情報は、気象庁ホームページの「海洋の健康診断表」
の中で公開していますので、是非お役立てください。

お問い合わせ先　稚内地方気象台　電話 0162-23-2679

url：https：//www.data.jma.go.jp/kaiyou/shindan/index_seaice.html

季節の風物詩・流氷季節の風物詩・流氷

　1899年（明治32年）創業の老舗、全国的にも極めて珍し
い酒造業と国際観光業を融合させた「国際観光造り酒屋」
として道内酒造業をけん引する曲

かね
イ田中酒造株式会社と幌

延町が包括連携協定を締結しました。
　「幌延町産ミズナラ樽熟成酒類商品」をはじめとした地域
産品の開発及びブランド力の向上や本町観光の振興及び地域活性化など５項目について連携を図
ります。

令和5年11月28日（火）

イ田中酒造株式会社と
包括連携協定を締結しました

1 「幌延町産ミズナラ樽熟成酒類商品」をはじめとした地域
産品の開発及びブランド力向上に関すること

2 地域産品の認知度向上、販売促進及び販路拡大に関する
こと

3 観光振興及び地域活性化に関すること
4 交流人口及び関係人口の増加、並びに人材の確保及び育成に関すること
5 その他相互に連携協力することが必要と認められる事項に関すること

5項目について
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幌
延
町
認
定
こ
ど
も
園

○
幼
稚
園
（
1
号
認
定
３
～
５
歳
児
）・

定
員　
15
名

・
保
護
者
の
就
労
に
関
わ
ら
ず
、
３
歳
以

上
（
令
和
6
年
4
月
1
日
現
在
）
の
お

子
さ
ん
で
、
幼
児
教
育
を
希
望
す
る
方

が
対
象
で
す
。

・
教
育
標
準
時
間　
9
時
～
13
時　
（
8

時
30
分
か
ら
登
園
時
間
、
給
食
後
に
降

園
）

○
保
育
園
（
2
号
・
3
号
認
定
０
～
５

歳
児
）
定
員
70
名

・「
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
」
に
該
当

す
る
家
庭
の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す

（
２
号
・
３
号
認
定
）

（
１
）
就
労

（
2
）
妊
娠
・
出
産

（
3
）
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

（
4
）
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
な
ど
を
し

て
い
る
親
族
の
介
護
・
看
護

　
　
※
兄
弟
姉
妹
の
小
児
慢
性
疾
患
に
伴

う
看
護
な
ど
、
同
居
ま
た
は
長
期

入
院
・
入
所
し
て
い
る
親
族
の
常

時
の
介
護
、
看
護

（
5
）
災
害
復
旧

（
6
）
求
職
活
動
（
起
業
準
備

を
含
む
）

（
7
）
就
学
（
職
業
訓
練
等
に

お
け
る
職
業
訓
練
を
含

む
。）

（
8
）
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
。

（
9
）
育
児
休
業
取
得
時
に
、

既
に
保
育
を
利
用
し
て
い

る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利

用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

（
10
）
そ
の
他
、
上
記
に
類
す

る
状
態
と
し
て
幌
延
町
が

認
め
る
場
合

　
○
保
育
時
間

保
育
標
準
時
間
認
定　

7
時
30

分
～
18
時
30
分
（
保
護
者
の

就
労
に
よ
り
、
最
大
11
時
間

利
用
可
能
）

保
育
短
時
間
認
定　

8
時
15
分

～
16
時
15
分
（
保
護
者
の
就

労
に
よ
り
、
最
大
8
時
間
利

用
可
能
）

休
園
日　

土
曜
日
・
日
曜
日
、

国
民
の
祝
日
、
年
末
年
始

○
認
定
こ
ど
も
園　
入
園
ま
で

の
流
れ

（
1
）「
施
設
型
給
付
費
・
地
域

型
給
付
費
等
教
育
・
保
育

給
付
認
定（
教
育
・
保
育

　
認
定
こ
ど
も
園
・
問
寒
別
へ
き
地

保
育
所
で
は
、
令
和
６
年
度
の
入

園
児
を
令
和
６
年
２
月
１
日
か
ら

2
月
29
日
ま
で
の
期
間
で
募
集
い

た
し
ま
す
。

令
和
６
年
度　
園
児
募
集
に
つ
い
て

●幌延町認定こども園　利用者負担額等についてお知らせします●
① 3歳～5歳の保育料は令和元年１0月から無償化となっています。

給食費および教材費は下記表のとおり保護者負担金があります。
保護者負担金（教育標準時間認定(1号認定））

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 給食費月額 教材費
月額定　　　　　　　　　　義 副食 主食

Ａ 生活保護世帯 0 0 0

Ｂ

Ａ階層を除き、当該年度分（4
月から8月までにあっては、
前年度分。以下同じ。）の町
民税非課税世帯(町民税所得
割非課税世帯含む)

ひとり親世帯等 0 0 0

ひとり親世帯等以外の世帯 0 0 0

Ｃ
1 Ａ階層を除き、当該年度分の
町民税課税世帯のうち調整後
所得割課税額が次の区分に該
当するもの

77,100円
未満

ひとり親世帯等 0 800 1,140
ひとり親世帯等以外の世帯 0 800 1,140

2 77,100円以上211,200円未満 4,100 800 1,140
3 211,200円以上 4,100 800 1,140

※就学援助（要保護または準要保護）世帯と同等世帯の子どもおよび第3子以降の子どもは主食費および教材費を全額免除。

保護者負担金（保育2号認定）
各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 保育標準時間・保育短時間

定　　　　　　　　　　義 給食費月額 教材費
月額副食 主食

Ａ 生活保護世帯 0 0 0

Ｂ
Ａ階層を除き、当該年度分（4
月から8月までにあっては、
前年度分。以下同じ。）の町
民税非課税世帯

ひとり親世帯等 0 0 0

ひとり親世帯等以外の世帯 0 0 0

Ｃ

1

Ａ階層を除き、当該年度分の
町民税課税世帯のうち、調整
後所得割課税額が次の区分に
該当するもの

48,600円
未満

ひとり親世帯等 0 800 1,140
ひとり親世帯等以外の世帯 0 800 1,140

2
48,600円
以上
97,000円
未満

ひとり親世帯等で所得割課税額
77,101円未満 0 800 1,140

上記以外で所得割課税額57,701円未満 0 800 1,140
上記以外の世帯 4,100 800 1,140

3 97,000円以上169,000円未満 4,100 800 1,140
4 169,000円以上301,000円未満 4,100 800 1,140
5 301,000円以上 4,100 800 1,140

※就学援助（要保護または準要保護）世帯と同等世帯の子どもおよび第3子以降の子どもは主食費および教材費を全額免除。
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給
付
認
定
変
更
）
申

請
書
兼
現
況
届
出
書
」

に
就
労
等
の
証
明
書

（
保
育
を
必
要
と
す
る

事
由
を
証
明
す
る
も

の
）
を
添
え
て
、
こ

ど
も
園
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
様
式
は
こ
ど
も
園
に

来
園
し
て
入
手
い
た

だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ「
教

育
・
保
育
給
付
認
定
申

請
書
兼
現
況
届
出
書
」

を
印
刷
し
て
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

（
2
）
保
育
の
必
要
性
や
必

要
量
の
審
査
、
利
用

者
負
担
額（
保
育
料
）

の
算
定
後
、
保
護
者

へ「
支
給
認
定
証
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
併

せ
て
利
用
者
負
担
額
、

入
園
承
諾
書
な
ど
が

通
知
さ
れ
ま
す（
３
月

下
旬
予
定
）
。

（
3
）
４
月
の
入
園
ま
で
に
、

口
座
振
替
の
手
続
き

や
入
園
の
し
お
り
に

よ
り
園
生
活
に
必
要

な
物
を
揃
え
ま
し
ょ
う
。

問
寒
別
へ
き
地
保
育
所

定　
　
員　
30
名

対
象
児
童　

小
学
校
入
学
前
の
児
童（
た

だ
し
、
2
歳
未
満
の
児
童

を
除
く
）

入
所
事
由　

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ

り
家
庭
で
保
育
で
き
な
い

場
合
。

　
　
　
　
　
３
歳
以
上
児
に
つ
い
て
は
集

団
生
活
の
経
験
を
さ
せ
た

い
な
ど
の
場
合

保
育
時
間　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
8
時
00
分
～
15
時
30
分
）

　
※
延
長
を
希
望
さ
れ
る
方
は
17
時
15
分

ま
で

休
所
日　
土
曜
日
、
日
曜
日
、
国
民
の

祝
日
、
年
末
年
始

入
所
申
込
み　
様
式
は
問
寒
別
へ
き
地
保

育
所
に
来
所
し
て
入
手
い

た
だ
く
か
、
幌
延
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ

（
へ
き
地
保
育
所
入
所
申

込
書
）
を
印
刷
し
て
ご
使

用
く
だ
さ
い
。
入
所
事
由

に
よ
り
就
労
な
ど
の
証
明

書
類
を
添
え
て
、
問
寒
別

へ
き
地
保
育
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
寒
別
へ
き
地
保
育
所
の
保
育
料
及
び

保
護
者
負
担
金
に
つ
い
て

　
お
や
つ・
行
事
食
お
よ
び
教
材
費
は
下
記

表
の
と
お
り
保
護
者
負
担
金
が
あ
り
ま
す
。

　
3
歳
未
満
児
は
表
の
保
育
料
徴
収
基
準

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
、
問
寒
別
へ
き
地
保

育
所
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

認
定
こ
ど
も
園
（
５
―
１
２
５
４
）

で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

②　3歳未満児の保育料は下記の利用者負担額徴収基準額表のとおりです。
利用者負担額徴収基準額表（保育3号認定）

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 3歳未満児（3号給付）
徴収基準額（月額）円

階層区分 定　　　　　　　　　　義 保育標準時間 保育短時間
Ａ 生活保護世帯 0 0

Ｂ
Ａ階層を除き、当該年度分（4
月から8月までにあっては、
前年度分。以下同じ）の町民
税非課税世帯

ひとり親世帯等 0 0

ひとり親世帯等以外の世帯 0 0

Ｃ

1

Ａ階層を除き、当該年度分の
町民税課税世帯のうち、調整
後所得割課税額が次の区分に
該当するもの

48,600円
未満

ひとり親世帯等 5,350 5,290
ひとり親世帯等以外の世帯 11,700 11,580

2
48,600円
以上
97,000円
未満

ひとり親世帯等で所得割課税額
77,101円未満 5,400 5,400

上記以外の世帯 18,000 17,760
3 97,000円以上169,000円未満 26,700 26,340
4 169,000円以上301,000円未満 36,600 36,060
5 301,000円以上 48,000 47,280

・C1階層～C3階層までの第2子以降は第1子の年齢に関わらず0円、C4階層～C5階層はこども園を同時に利
用する最年長から順に第2子は半額、第3子以降は0円

問寒別へき地保育所　保育料および保護者負担金額表
各月初日の保育を受ける子どもの属する世帯の階層区分 3歳未満児

保育料徴収
基準額
（月額）円

3歳以上児保護者負担金
（月額）円

階層区分 定　　　　　　義 おやつ・
行事食 教材費

Ａ 生活保護法による被保護世帯 0 0 0

Ｂ Ａ階層を除き、当該年度分（4月から8月までにあっては、
前年度分。以下同じ）の町民税非課税世帯 0 0 0

Ｃ

1

Ａ階層を除き、当該年度分の町民
税課税世帯のうち、調整後所得割
課税額が次の区分に該当するもの

48,600円未満 6,600 960 1,140

2 48,600円以上97,000
円未満 10,500 960 1,140

3 97,000円以上169,000
円未満 11,300 960 1,140

4 169,000円以上 12,900 960 1,140
・3歳未満児保育料は保育所を同時に利用する最年長から順に、2人目以降は基準額の半額
・3歳以上児の保護者負担金は、第3子以降0円
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令
和
５
年
度
第
１
回
幌
延
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

　
　
　
　
～
幌
延
町
交
流
拠
点
基
本
構
想
に
つ
い
て
審
議
～

　
平
成
27
年
度
か
ら
検
討
を
進
め
て
い

る
「
ま
ち
の
拠
点
」
に
つ
い
て
、「
幌

延
町
交
流
拠
点
基
本
構
想
」（
以
下「
基

本
構
想
」
と
い
う
。）
の
策
定
に
向
け
、

11
月
27
日
に
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ

ー
国
際
交
流
施
設
に
お
い
て
、
第
１
回

幌
延
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
会

議
（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。）
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
委
員
へ
の
委
嘱
状
交
付
、

委
員
長
・
副
委
員
長
選
出
後
、
野
々
村

町
長
か
ら
横
尾
委
員
長
へ「
基
本
構
想
」

の
策
定
に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
、
基
本

構
想
（
素
案
）
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
後
、
会
議
や
町
外
の
参
考
と
な
る

施
設
の
視
察
等
を
通
じ
て
、
基
本
構
想

の
策
定
を
進
め
、
令
和
６
年
度
以
降
は

基
本
計
画
・
実
施
設
計
、
工
事
を
経
て
、

令
和
10
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま

す
。

〇
交
流
拠
点
整
備
の
目
的

『
地
域
住
民
の
生
活
の
質
を
高
め
る
多

世
代
交
流
の
場
づ
く
り
』

～
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
地
域

活
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

や
、
公
衆
浴
場
の
老
朽
化
が
進
み
、

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
や

多
世
代
交
流
、
町
民
の
生
活
の
質

を
高
め
る
た
め
、
地
域
拠
点
の
整

備
が
必
要
～

１　

町
民
が
日
常
使
い
す
る
「
遊

び
」
「
居
場
所
（
サ
ー
ド
プ
レ
イ

ス
）」「
入
浴
」「
買
い
物
」
な
ど

が
で
き
る
こ
と
に
よ
る
暮
ら
し
の

快
適
性
の
向
上

２　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
（
保
健
福
祉

課
窓
口
）
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供

３　
宗
谷
エ
リ
ア
の「
食
」「
物
産
」

「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」「
催
事
」「
活

動
」
な
ど
へ
の
誘
導
・
情
報
提
供

４　
「
防
災
・
災
害
時
の
拠
点
」
と

な
る
設
備
や
施
設
の
整
備

〇
交
流
拠
点
整
備
の
コ
ン
セ
プ
ト

『
町
民
・
来
訪
者
が
憩
い
、
集
う
「
幌

延
の
拠
点
」』

〇
導
入
機
能
の
検
討

⑴
憩
い・集

い

「
多
世
代
交
流・地
域
交

流
」「
多
目
的
フ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
」「
屋
内
遊
戯
施
設
」

「
温
浴
施
設
」「
軽
食
提
供
」

「
厨
房
調
理
設
備
」「
会
議・

研
修
室
」「
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
」

⑵
保
健
福
祉
「
保
健
福
祉
に
関
す
る
総

合
相
談
窓
口・事
務
」「
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」「
保
健

セ
ン
タ
ー
」「
健
康
ス
ペ
ー

ス
」

⑶
観
光

「
地
場
産
品・農
産
品
販
売

コ
ー
ナ
ー・コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
」「
屋
外
展

示
」「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
コ
ー
ナ
ー
」「
自
転
車
貸

出
サ
ー
ビ
ス
」

⑷
地
域（
広

域
）交
通

「
交
通
拠
点
中
継
タ
ー
ミ

ナ
ル
」「
町
内
循
環
バ
ス

（
患
者
輸
送
車
両
）等
タ
ー

ミ
ナ
ル
」

⑸
防
災

「
非
常
用
発
電
施
設
」「
Ｗ

ｉ
Ｆ
ｉ
設
備
」「
備
蓄
保
管

庫
」

（
付
帯
施
設
）「
ゆ
っ
た
り
駐
車
場・電

気
自
動
車
充
電
器
」「
多

目
的
ト
イ
レ
」「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
」

〇
質
疑
応
答
（
抜
粋
）

Ｑ　
様
々
な
機
能
が
あ
る
が
、
何
が
メ

イ
ン
な
の
か
？

Ａ　
入
浴
施
設
、
子
ど
も
が
遊
ぶ
場
所
、

保
健
福
祉
が
メ
イ
ン
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｑ　
道
の
駅
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
？

Ａ　
道
の
駅
と
す
る
構
想
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　
ま
ち
の
拠
点
に
関
す
る
こ
れ
ま
で

の
経
過
を
知
ら
な
い
町
民
の
方
は
、

拠
点
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
「
必
要

な
い
」
と
い
う
声
が
多
く
、
今
後
整

備
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
際
に
不

安
が
あ
る
。

Ａ　
令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
２
２
０
名
か
ら
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
拠
点
整
備

の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、「
必
要
と

思
う
」
が
61
．
５
％
、「
現
状
の
ま

ま
で
良
い
」
が
30
．
８
％
、「
回
答

な
し
」
が
７
．
７
％
と
一
定
程
度
必

要
と
回
答
す
る
方
が
多
い
状
況
で
す
。

拠
点
に
必
要
な
機
能
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
利
便
性
向
上
や
憩
い
の
場
と

し
て
の
機
能
が
48
．
５
％
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
基
本

構
想
（
素
案
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
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〇
創
生
会
議
委
員
（
敬
称
略
）

職　
名

氏　
名

委
員
長

横　

尾　
　
　

明

副
委
員
長

遠　

藤　

雅　

樹

委　
　

員

小　

玉　

利　

治

中　

岡　

妙　

子

藤　
井　
サ
キ
子

加　

藤　

真　

貴

角　

山　
　
　

隆

高　

橋　
　
　

健

林　
　
　

友　

恵

小　

川　

英　

樹

多　

田　

る　

み

澤　

谷　

敦　

美

長　

山　

拓　

矢

奥　

山　

純　

基

橋　

元　
　
　

誠

岸　
　
　
　
　

望

竹　

岡　

政　

仁

遠　

藤　

直　

美

貞　

廣　

拓　

哉

森　

本　

有　

紗

合　
　

計

20
名

〇
過
年
度
の
検
討
経
過

平
成
27
年
度

幌
延
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

　
「
観
光
・
防
災
・
レ
ジ
ャ
ー
等
の
機
能
を
併
せ
持
っ

た
複
合
施
設
整
備
」
に
向
け
た
構
想
の
具
体
化
を
進
め

る

平
成
28
年
度

幌
延
町
地
域
振
興
（
観
光
）
計
画

　
「
ま
ち
へ
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」
た
め
、
観

光
振
興
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
幌
延
町
と
宗
谷
地
域
に
お

け
る
交
通
・
交
流
の
要
所
と
な
る
拠
点
の
整
備
」
を
位

置
付
け

平
成
29
年
度

幌
延
町
地
域
振
興
（
観
光
）
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　
拠
点
の
具
体
的
な
機
能
の
検
討
や
立
地
条
件
、
サ
ー

ビ
ス
、
課
題
な
ど
を
検
討

平
成
30
年
度

　
拠
点
の
立
地
を
「
ま
ち
な
か
」
案
と
「
ま
ち
そ
と
」

案
に
分
け
て
検
討
・
整
理

平
成
31
年
度

（
令
和
元
年
度
）
　
高
齢
者
や
子
ど
も
の
交
流
や
生
活
の
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
備
え
、
町
民
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
機
能
を

重
視
し
た
「
ま
ち
な
か
」
案
の
方
が
立
地
効
果
が
高
い

と
位
置
付
け

令
和
２
～
３
年
度
　
拠
点
の
「
ま
ち
な
か
」
で
の
整
備
に
向
け
、
役
場
内

で
の
横
断
的
な
検
討
の
ほ
か
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

り
必
要
な
整
備
内
容
の
調
査
を
実
施

令
和
４
年
度

　
前
年
度
ま
で
の
検
討
に
加
え
、
住
民
生
活
の
利
便
性

向
上
に
つ
な
が
る
機
能
・
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
し
た
上
で
、

町
の
課
題
解
決
に
資
す
る
多
世
代
・
地
域
の
交
流
拠
点

を
「
ま
ち
な
か
」
に
整
備
す
る
方
向
性
を
決
定

※
会
議
資
料
及
び
議
事
概
要
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

野々村町長から横尾委員長への諮問

会議風景
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インフォメーション情報

開催月日 開催場所 初回更新者
講習(2時間)

優良運転者
講習(30分)

普通運転者
講習(１時間)

違反運転者
講習(2時間)

1月9日 (火) 天塩町社会福祉会館 10：00～ 13：00～ 13：45～ 15：00～
1月10日 (水) 幌延町消防署2階 18：30～
2月3日（土）豊富町定住支援センター「ふらっときた」 13：00～ 14：00～ 15：30～
2月6日（火）天塩町社会福祉会館 13：00～

1、2月の運転免許更新時講習のお知らせ

林業退職金共済制度（林退共）のお知らせ

　林退共は昭和57年に発足した林業界で働く方のために国が
作った退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が、従業員の働いた日数に応じ
て掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、その従事者が林業
界をやめたときに林退共から退職金を支払うという、いわば
林業界全体の退職金制度です。

●掛け金は、税法上について、法人では損金、個人企業では
必要経費となります。
●掛け金の一部を国が免除します。
●雇用事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。

●共済証紙は労働日数に応じて適正に貼付して下さい。
●共済手帳を所持している従事者が林業界を引退するときは、忘れずに退職金を請求するよう
指導して下さい。

●事業所を変わるときは共済手帳を忘れずに受け取りましょう。
●林業界を引退するときは、忘れずに退職金請求しましょう。

■以前、林業の仕事をされ、林退共制度に加入していた方で、退職金請求手続きをしたお心当
たりのない方は、退職金を受け取っていない可能性があります。
　下記へお問い合わせください

お問い合わせ先：〒170-8055　東京都豊島区東池袋1-24-1　ニッセイ池袋ビル
独立行政法人勤労者退職金共済機構　林業退職金共済事業本部
電話 03-6731-2889　FAX 03-6731-2890
ホームページ　https://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

制度の特徴

事業主の皆様へ

労働者の皆様へ
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インフォメーション情報

警察署等の窓口対応時間変更

令和6年1月4日（木）から窓口業務の受付時間が変わります　

月～金曜日（平日）
●　警察署窓口　　 ９：００～１６：３０

●　収入証紙売り場 ９：００～１７：００

土・日・祝日休み　※運転試験場等は08：45 ～ 16：30（平日）

対象となる主な手続き
【交通係】
運転免許証の更新・再交付・記載事項変更関係
道路使用許可・駐車許可・運航許可関連
自動車保管場所証明・安全運転管理者関係
【生活安全課】
銃砲刀剣類・火薬類・風俗営業関係・警備業・古物営業・質屋営業関係　等

その他詳細は警察署等へお問い合わせください

事件・事故・遺失・拾得の届出等は今までどおり24時間受付しています。
緊急時は110番。相談等は♯9110又は天塩警察署（01632-2-2110）まで

除雪についてのお願い
　本格的な冬の到来となりました。これからしばらくの間は、雪と上手に付き合っていかなくてはな
りません。快適な冬の生活のために、除雪車が毎日活躍しています。
　除排雪作業へのご理解とご協力をお願いします。
○道路に雪を出さないでください。
　車道や歩道に雪を出してしまうと道路を狭くしたり、雪山ができたり、
交通事故や交通障害の原因となりますので、車道などへ雪を出さないよ
うご協力をお願いします。
○路上駐車はやめてください。
　路上駐車は除雪作業の妨げになりますので、路上駐車はしないでくだ
さい。
○除雪後に残ったご自宅の前の雪の処理はお願いします。
　除雪の際、玄関前などにどうしても雪が残ってしまいます。
　ご自宅の出入口の除雪は皆さんで行っていただくようご理解とご協力
をお願いします。

お問い合わせ先：産業建設課 建設係　電話 5-1116　告知端末機 5-8816
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幌延町役場　クリスマスツリー飾りつけ幌延町役場　クリスマスツリー飾りつけ

　12月8日に、「心象館　音楽
の夕べ」が開催されました。
　2部構成で行われ、第1部は日
ごろから音楽活動をしている町
民の皆様の発表の場として、町
民コンサートが開かれ、多彩な
ジャンルの音楽が奏でられまし
た。第2部にはアンサンブル「ミ
ナムジカ」を招いて演奏が披露
されました。手拍子や3択クイズ
を交えて観客も参加する演奏が
行われ、大いに盛り上がりました。

まちの
話題

HORONOBE Topics!

　11月21日に国際交流セン
ターにて令和5年度　舞台芸
術鑑賞事業「益子郁＆ステラ
オーケストラ映画音楽コンサ
ート」が開催されました。様
々な名曲が演奏され、演奏曲
「川の流れのように」では、
会場全体が一体となって手を
振り、演奏を楽しみました。

　12月7日に幌延
町役場町民ホール
にて、認定こども
園の園児たちがサ
ンタさんと一緒に
クリスマスツリー
を飾りつけしてく
れました。

町立幌延中学校　地域公開授業参観町立幌延中学校　地域公開授業参観
　12月8日に町立幌延中学
校にて、地域公開授業参観
が行われました。本来は保
護者にのみ公開される授業
風景が地域公開されてると
あってか、町民の方が見学
をしに中学校まで足を運ん
でいました。

12月8日㈮

令和5年度　舞台芸術鑑賞事業
「益子郁＆ステラオーケストラ映画音楽コンサート」
令和5年度　舞台芸術鑑賞事業
「益子郁＆ステラオーケストラ映画音楽コンサート」

12月8日㈮ 心象館　音楽の夕べ心象館　音楽の夕べ

　12月12日に問寒別
生涯学習センターにて、
「地域づくりシンポジ
ウム」が開催されまし
た。地域活動を実践さ
れてきた2名の方を講
師に招いて、実践して
きた地域活動をその過
程にあった苦労話や面
白い話を交えながらご
紹介いただきました。

12月12日㈫ 地域づくりシンポジウム－住民主体の地域づくりを目指して－地域づくりシンポジウム－住民主体の地域づくりを目指して－

12月7日㈭

11月21日㈫

　12月14日に幌延町
役場にて、イルミネー
ション点灯式が行われ
ました。イベントでは、
3人のサンタとトナカ
イが役場まで来てくだ
さり、子供たちと一緒
にイルミネーションの
前で集合写真の撮影を
したり、プレゼントを
配りました。

12月14日㈭ 幌延町役場　イルミネーション点灯式幌延町役場　イルミネーション点灯式
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幌延町役場　クリスマスツリー飾りつけ幌延町役場　クリスマスツリー飾りつけ

　12月8日に、「心象館　音楽
の夕べ」が開催されました。
　2部構成で行われ、第1部は日
ごろから音楽活動をしている町
民の皆様の発表の場として、町
民コンサートが開かれ、多彩な
ジャンルの音楽が奏でられまし
た。第2部にはアンサンブル「ミ
ナムジカ」を招いて演奏が披露
されました。手拍子や3択クイズ
を交えて観客も参加する演奏が
行われ、大いに盛り上がりました。

まちの
話題

HORONOBE Topics!

　11月21日に国際交流セン
ターにて令和5年度　舞台芸
術鑑賞事業「益子郁＆ステラ
オーケストラ映画音楽コンサ
ート」が開催されました。様
々な名曲が演奏され、演奏曲
「川の流れのように」では、
会場全体が一体となって手を
振り、演奏を楽しみました。

　12月7日に幌延
町役場町民ホール
にて、認定こども
園の園児たちがサ
ンタさんと一緒に
クリスマスツリー
を飾りつけしてく
れました。

町立幌延中学校　地域公開授業参観町立幌延中学校　地域公開授業参観
　12月8日に町立幌延中学
校にて、地域公開授業参観
が行われました。本来は保
護者にのみ公開される授業
風景が地域公開されてると
あってか、町民の方が見学
をしに中学校まで足を運ん
でいました。

12月8日㈮

令和5年度　舞台芸術鑑賞事業
「益子郁＆ステラオーケストラ映画音楽コンサート」
令和5年度　舞台芸術鑑賞事業
「益子郁＆ステラオーケストラ映画音楽コンサート」

12月8日㈮ 心象館　音楽の夕べ心象館　音楽の夕べ

　12月12日に問寒別
生涯学習センターにて、
「地域づくりシンポジ
ウム」が開催されまし
た。地域活動を実践さ
れてきた2名の方を講
師に招いて、実践して
きた地域活動をその過
程にあった苦労話や面
白い話を交えながらご
紹介いただきました。

12月12日㈫ 地域づくりシンポジウム－住民主体の地域づくりを目指して－地域づくりシンポジウム－住民主体の地域づくりを目指して－

12月7日㈭

11月21日㈫

　12月14日に幌延町
役場にて、イルミネー
ション点灯式が行われ
ました。イベントでは、
3人のサンタとトナカ
イが役場まで来てくだ
さり、子供たちと一緒
にイルミネーションの
前で集合写真の撮影を
したり、プレゼントを
配りました。

12月14日㈭ 幌延町役場　イルミネーション点灯式幌延町役場　イルミネーション点灯式
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ね ん き ん 通 信

お問い合わせ先：稚内年金事務所　電話 0162-32-1941
　　　　　　　　住民生活課 税務住民係　電話 5-1112　告知端末機 5-8812

新成人のみなさんへ　～２０歳からの年金手続き～
■公的年金制度とは
　公的年金の制度とは、老後の暮らしをはじめ、病気やけがで障がいが
残ったときや一家の働き手が亡くなったときに、皆で暮らしを支え合う
という社会保険の考え方で作られた仕組みです。
　老後のための「老齢年金」のほか、若くても万が一の時には「障害年金」
や「遺族年金」が受け取れます。ただし、必要な手続きを行わず、保険
料を未納のまま放置するとこれらの年金が受け取れなくなる場合があり
ますので注意しましょう。

……………………………………………………………………………………………
■国民年金の加入について
　日本国内に居住している20歳以上60歳未満の方は、国民年金の被保険者（加入者）となります。
　20歳になった方には、日本年金機構から国民年金（第１号被保険者）に加入したことをお知らせします。（厚
生年金保険に加入している方を除きます。）
　20歳になってから概ね2週間以内に「基礎年金番号通知書」、「国民年金加入のお知らせ」、「国民年金保
険料納付書」、「国民年金の加入と保険料のご案内（パンフレット）」、保険料の免除・納付猶予制度と学生
納付特例制度の申請書、返信用封筒が送付されます。
　「基礎年金番号通知書」は、加入する年金制度の変更手続き（国民年金⇔厚生年金保険）や年金の請求手続
きなど一生をとおして使用しますので、大切に保管してください。

……………………………………………………………………………………………
■国民年金保険料の納付について
　「国民年金加入のお知らせ」に同封している納付書で国民年金保険料（20歳の誕生日の前日が含まれる月の
分からの保険料）を納めてください。
　保険料は金融機関のほか、コンビニエンスストアでの納付、電子納付もできます。また、口座振替やクレ
ジット納付も可能です。

……………………………………………………………………………………………
■国民年金保険料の学生納付特例制度や免除・納付猶予制度について
　保険料を納めることが経済的に困難な場合に、国民年金保険料の学生納付特例制度や免除・納付猶予制度
があります。保険料を納められないときは未納のまま放置せず、必ずこれらの申請をしてください。
　なお、学生納付特例や免除・納付猶予の承認を受けた期間がある場合、保険料を全額納付した場合と比べ
て将来の年金額が低額となります。しかし、後から納付（追納）することにより、年金額を増やすことがで
きます。
※学生の方は免除・納付猶予制度をご利用いただけません。学生納付特例制度をご利用ください。

納付猶予制度は
広報誌7月号を
ご覧ください

⇨

保険料の納付方法は
広報誌4月号を
ご覧ください

⇨
学生納付特例は
広報誌5月号を
ご覧ください

⇨

各種年金制度は
広報誌10月号を
ご覧ください

⇨
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ね ん き ん 通 信
町民くらしのカレンダー

注：保セ＝保健センター／子セ＝子育て支援センター
　 生セ＝幌延町生涯学習センター／東ス＝東ヶ丘スキー場
　 国際＝国際交流施設

1月

☆
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

黒
金　
敏
康
さ
ん　

	　
栄　
町

千
葉　
里
香
さ
ん

☆
お
誕
生
お
め
で
と
う

佐
藤　
実み

や弥
ち
ゃ
ん（
父	

拓
斗
）栄　
町

山
本　
匡き
ょ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
く

ん（
父	
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１　
条

1 月

２ 火

３ 水

４ 木

５ 金
幌延町消防団幌延分団出初式
 団員招集サイレン　9：30～
令和６年二十歳の集い　13：30～（国際）

６ 土 幌延町消防団問寒別分団出初式
 団員招集サイレン　10：30～

７ 日

８ 月 第45回幌延町子ども会新春かるた大会
 9：30～（役場）

９ 火

10 水
心療内科・精神科診療日
年齢別ひろば（妊婦さん・つぼみ）
 10：30～11：30（子セ）
朝活事業　9：30～11：30（幌小）

11 木
はつらつ教室  ９:45～（保セ）
年齢別ひろば（めばえ・わかば）
 10：30～11：30（子セ）
朝活事業　9：30～11：30（幌小）

12 金
問寒別出張診療日
まちいちカフェ　９:45～（学習セ）
朝活事業　9：30～11：30（幌小）

13 土 東ヶ丘スキー場オープン（東ス）（予定）

14 日

15 月 書き初め会（生セ）①13：30～15：30
　　　　　　　　②18：30～20：30

16 火
おてがるクッキング　18:30～（保セ）
小１・2スキー教室　13：30～15：00

（東ス）（予定）

17 水
親子リズム体操遊び　10：30～11：30（子セ）
小１・2スキー教室

13：30～15：00（東ス）（予定）

18 木 すくすく健診　13：00～（保セ）
各小中学校始業式

19 金 ナイタースキー教室　
19：15～20：15（東ス）（予定）

20 土

21 日

22 月

23 火 もぐもぐスクール　10：00～（保セ）
町内書き初め展（生セ）１/31まで

24 水
心療内科・精神科診療日
ナイタースキー教室

19：15～20：15（東ス）（予定）

25 木
はつらつ教室  ９:45～（保セ）
生きがい教室「新春演芸会」
 13：30～15：30（国際）

26 金
子育て講座　10：30～11：30（子セ）
町内書き初め展表彰式（国際）（時間未定）
ナイタースキー教室　

19：15～20：15（東ス）（予定）

27 土

28 日

29 月

30 火 親子サロン　10：30～11：30（子セ）

31 水
すまいるママ　11：00～（保セ）
ナイタースキー教室

19：15～20：15（東ス）（予定）
※　子育て支援の事業については告知端末機でご案内します。随

時ご確認ください。
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マイナンバーカード出張申請受付

↑詳しくはこちら

　企業や団体の希
望があれば、職場
や集会所などへ出
向いて受付します
ので、ぜひご連絡
ください。

お問い合わせ先 : 住民生活課税務住民係　電話 5-1112

　
わ
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国
固
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領
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あ
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歯
舞
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島
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色
丹
島
、国
後
島
及
び
択
捉
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か
ら
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北
方
４
島
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早
期
返
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実
現
は
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民
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も
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に
わ
た
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悲
願
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す
。

　
「
日
魯
通
好
条
約
」
署
名
の
日

（
1
8
5
5
年
2
月
7
日
）を
記
念
し
て
、

2
月
7
日
を『
北
方
領
土
の
日
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定
め
、

北
海
道
で
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21
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ら
２
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20
日

ま
で
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北
方
領
土
の
日
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啓
発
期
間
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と
し
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い
ま
す
。

　
幌
延
町
で
も
こ
の
期
間
、役
場
町
民
ホ

ー
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北
方
領
土
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還
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署
名
コ
ー

ナ
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す
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予
定
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で
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協
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。
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、
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概
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世
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世
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